
 

＜報道発表資料＞ 

（経済同時） 

令和 8 年 3 月 2 日 

京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

           

 

『未来を紡ぐ 京の若き作り手たち～春分の日は「伝統産業の日」～』 

を大丸京都店で開催 
 

京都市及び「伝統産業の日」実行委員会では、春分の日を「伝統産業の日」と定め、この

日を中心に年間を通じて、多くの方に伝統産業に慣れ親しんでいただける事業を実施して

います。 

その取組の一つとして、本市と連携協定を結んでいる大丸京都店にて、京都で伝統産業に

従事する若手職人による伝統産業製品の展示販売会『未来を紡ぐ 京の若き作り手たち 

～春分の日は「伝統産業の日」～」を開催します。 

開催期間中、若手職人が会場に立ち、実演を行うほか、来場者と直接言葉を交わしながら

商品の販売を行います。 

 

【概要】 

● 開催期間 

 令和８年３月１８日（水) ～令和８年３月２４日（火） 

午前１０時～午後７時 ※最終日は午後５時閉場 

● 会場 大丸京都店 ４階リビング売場 『暦２（こよみごよみ）』 

 （〒600-8511 京都市下京区四条通高倉西入立売西町７９番地） 

● 出展事業者 

 ・浦矢 幸見（京焼・清水焼） 

・京都絞美京（京鹿の子絞） 

・こよりみ（結納飾・水引工芸） 

 ・SHINO（金属工芸） 

・MUTSUMI oitate うるしのしごと（京漆器）  

● 主催等 

主催：大丸京都店、京都市  協力：京都伝統産業ミュージアム 

 

 



 

● 出展事業者について 

・浦矢 幸見（京焼・清水焼） 

 「更紗」「仏教美術」「シルクロード」等からイ

ンスピレーションを得ることが多く、それらの作

品をよく観察し、自分の中で再構築することで、

単に古美術の柄を写すのではなく、独自のアレン

ジを加えた器などを制作しています。 

 

・京都絞美京（京鹿の子絞） 

京鹿の子絞を受け継ぐ工房として、⾧年継承さ

れてきた絞り染めの技術を大切に守り続けてい

ます。糸で生地を括り染め上げる絞りの技術から

生まれる、同じものが二つとない表情が特徴で、

着物のみならず日用品も手がけています。 

 

・こよりみ（結納飾・水引工芸） 

 「装飾水引の美しさを日常に」水引の持つ”人

と人とのご縁を結ぶ”想いを大切に、水引の色合

い、風合いを日々の暮らしで感じていただけるア

クセサリーなどをひとつひとつ心を込めて制作

しています。 

 

・SHINO（金属工芸） 

金属工芸の伝統技法をベースに、銀・銅合金・

錫などを用いて 植物モチーフのアイテムを制

作しています。バラや桜、イチョウなど、四季を

彩るアクセサリーを中心に、オブジェやテーブ 

ルウェアなども御用意しています。 

 

・MUTSUMI oitate うるしのしごと（京漆器） 

 漆器は色々な素材と技法の組み合わせ次第で、

多彩な色や表現が可能で、木はもちろん、金属や

ガラス、紙などにも塗る事ができます。貝や金属

粉などを使用し、塗椀に限らずアクセサリーやグ

ラスなど普段の生活にも取り入れやすい漆器を

制作しています。 



 

● その他 

  会場で実演や販売を行う若手職人は日によって異なります。詳細は以下の「お問合せ先」

に御確認ください。 

 

＜『暦２（こよみごよみ）』へのアクセス＞ 

阪急京都線烏丸駅より徒歩 1 分（地下道直結） 

京都市営地下鉄烏丸線四条駅より徒歩 2 分（地下道直結） 

 

＜お問合せ先＞ 

京都市産業観光局クリエイティブ産業振興室 

電話：０７５－２２２－３３３７ 
 

 
● 参考 京都市と大丸京都店との包括連携協定について 

令和 4 年２月に、京都市と大丸京都店が積み重ねてきた協力関係をより発展させ、

SDGs の理念の下、京都経済の活性化・文化の振興を基軸として、様々な社会課題の解

決、その他京都市の施策の実現に寄与することを目的として締結されました。具体的に

は、次に掲げる 4 つの事項を連携して実施するものとしています。 

⑴ 京都の伝統産業をはじめとする京都産業の振興に関すること 

⑵ 文化芸術の振興に関すること 

⑶ SDGs の推進に関すること 

⑷ その他本協定の目的の実現に資すると認められる事項に関すること 

 

 

 


